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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第52期

第３四半期連結
累計期間

第53期
第３四半期連結
累計期間

第52期
第３四半期連結
会計期間

第53期
第３四半期連結
会計期間

第52期

会計期間

自　平成21年
　　２月１日
至　平成21年
　　10月31日

自　平成22年
　　２月１日
至　平成22年
　　10月31日

自　平成21年
　　８月１日
至　平成21年
　　10月31日

自　平成22年
　　８月１日
至　平成22年
　　10月31日

自　平成21年
　　２月１日
至　平成22年
　　１月31日

売上高 (千円) 17,280,00317,154,0875,834,4195,777,27723,839,584

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) △14,174 168,021 7,825 35,235 95,907

四半期(当期)純利益 (千円) 817 83,083 17,120 7,838 67,070

純資産額 (千円) ― ― 7,232,2067,341,0587,296,683

総資産額 (千円) ― ― 19,632,29419,011,63618,890,543

１株当たり純資産額 (円) ― ― 750.57 762.21 757.29

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 0.08 8.66 1.78 0.81 6.98

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 36.7 38.4 38.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,238 388,356 ― ― 353,057

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △73,330 △11,312 ― ― △87,147

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 148,795△301,011 ― ― △285,962

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 767,571 751,324 675,291

従業員数 (名) ― ― 437 429 433

(注)　１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　  ２ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年10月31日現在

従業員数(名) 429　〔173〕

(注) １　従業員は就業人員であり、〔外書〕は８時間換算によるパートタイマーの当第３四半期連結会計期間平均雇用

人員であります。

２　当社及び連結子会社は、商品の種類、販売市場の類似性から判断して、単一の事業であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年10月31日現在

従業員数(名) 377　〔111〕

(注)　従業員は就業人員であり、〔外書〕は８時間換算によるパートタイマーの当第３四半期会計期間平均雇用人員で

あります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産、受注の状況

当社及び連結子会社は、一般消費者を対象とする店頭販売を事業の内容としており、生産、受注につい

ては、該当事項はありません。

　
(2) 販売の状況

商品別 金額(千円) 前年同四半期比(％)

衣料品 1,886,952 101.4

身廻り品 408,088 99.4

雑貨 1,118,729 97.8

家庭用品 241,012 100.1

食料品 1,712,515 98.1

食堂・喫茶 179,202 95.3

その他 230,776 94.6

合計 5,777,277 99.0

(注) １　売上高は、連結会社間相互の内部売上高を控除しております。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　
２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア諸国をはじめとした新興国の経済成長や政

府の経済政策等により、景気の一部に回復の兆しが見られたものの、国内株価の低迷や円高の加速に加

え、不安定な雇用情勢や個人消費の落ち込みにより、先行き不透明な状況で推移いたしました。

百貨店業界におきましては、記録的な猛暑の影響も落ち着きをみせ、冬物重衣料の主力衣料品等に好調

な動きが見られるものの、先行き不安による慎重さが伺え、業界を取り巻く環境は依然として厳しい状況

が続いております。

このような環境のもとで当社は、改めて商売の原点に戻り「お客様第一」の実現に向け、商品力、接客

サービスの強化を重要課題とし、積極的な事業活動を推進してまいりました。本年で５回目となる「ラー

メンファンタジスタ」等のファンタジスタシリーズを開催した他、「ながの東急京まつり」や「おめざ

フェア」等の主力催事を展開し、集客力や来店頻度の向上に努めてまいりました。さらに、エスカレー

ターサイドを販売スペースとして開放し、お買得品や季節商材を販売するなど、積極的な営業活動を展開

してまいりました。

EDINET提出書類

株式会社ながの東急百貨店(E03175)

四半期報告書

 4/24



　

この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は5,777,277千円（前年同四半期比1.0％減）、営業利益

50,535千円（前年同四半期比47.3％増）、経常利益35,235千円（前年同四半期比350.2％増）、四半期純

利益7,838千円（前年同四半期比54.2％減）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産は、主に売掛金の増加や商品在庫の増加により、前連結会計年度末

に比べ121,093千円増加して19,011,636千円となりました。　

負債は、主に買掛金の増加により、前連結会計年度末に比べ76,717千円増加して11,670,577千円となり

ました。

純資産は、主に利益剰余金の増加により、前連結会計年度末に比べ44,375千円増加して7,341,058千円

となりました。

　

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物残高は、前連結会計年度末に比べて76,032千円増

加して751,324千円となりました。

　
　 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益19,412千円に減価償却費108,372

千円、売上債権の減少額299,166千円、たな卸資産の減少額196,875千円、仕入債務の増加額188,788千円

等を調整し、159,103千円の支出となりました。前年同四半期に比べ、税金等調整前四半期純利益の増加

や法人税等の支払額の減少等により100,907千円の増加となりました。

　
　 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により7,660千円の支出と

なりました。前年同四半期に比べ、有形固定資産の取得等の減少により、支出が15,734千円の減少とな

りました。

　
　 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、長短借入金の純増160,000千円等により152,293千円の収入

となりましたが、短期借入金の返済等により前年同四半期に比べ324,185千円の減少となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,000,000

計 29,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年10月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年12月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,645,216 9,645,216
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダート）

単元株式数　1,000株

計 9,645,216 9,645,216― ―

(注)　大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とともに、

新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引所Ｊ

ＡＳＤＡＱ(スタンダード)であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月31日 ― 9,645,216 ─ 2,368,299 ─ 2,916,697

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年７月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)　
普通株式　54,000

― 単元株式数　1,000株

完全議決権株式(その他)
普通株式

9,426,000
9,426 同上

単元未満株式 普通株式　165,216 ― ―

発行済株式総数 9,645,216 ― ―

総株主の議決権 ― 9,426 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式99株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ながの東急百貨店

長野県長野市
南千歳一丁目１番地１

54,000 ― 54,000 0.6

計 ― 54,000 ― 54,000 0.6

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
２月

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

最高(円) 219 219 225 234 216 210 203 205 196

最低(円) 202 201 200 215 207 202 187 191 191

(注)　最高・最低株価は、平成22年３月31日以前はジャスダック証券取引所、平成22年４月１日から平成22年10月11日まで

は大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）、平成22年10月12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダート）に

おけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年８月１日から平成21年10月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年２月１日から平成21年10月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年８月１日から平成22年10月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年２月１日から平成22年10月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年８月１

日から平成21年10月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年２月１日から平成21年10月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年８月１日から平成22年10月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年２月１日から平成22年10月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、きさらぎ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 752,466 676,434

受取手形及び売掛金 1,379,665 1,035,744

商品 1,351,619 1,176,781

原材料及び貯蔵品 26,880 30,689

繰延税金資産 103,725 161,302

その他 89,808 156,632

貸倒引当金 △18,489 △10,412

流動資産合計 3,685,677 3,227,172

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 4,825,123

※１
 5,120,966

土地 9,530,076 9,533,921

その他（純額） ※１
 195,081

※１
 183,947

有形固定資産合計 14,550,281 14,838,835

無形固定資産 69,525 65,622

投資その他の資産

投資有価証券 90,730 106,377

繰延税金資産 281,528 270,169

敷金及び保証金 182,291 182,630

その他 170,602 217,686

貸倒引当金 △19,000 △17,950

投資その他の資産合計 706,152 758,912

固定資産合計 15,325,959 15,663,370

資産合計 19,011,636 18,890,543

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,782,001 1,463,387

短期借入金 5,982,500 6,071,160

未払法人税等 10,152 19,683

商品券 898,915 862,011

賞与引当金 94,585 47,991

商品券回収損引当金 95,136 205,225

その他 1,447,293 1,415,383

流動負債合計 10,310,584 10,084,841

固定負債

長期借入金 207,500 370,000

再評価に係る繰延税金負債 264,112 264,112

退職給付引当金 625,375 612,794

長期預り保証金 114,985 117,383

その他 148,020 144,728

固定負債合計 1,359,993 1,509,018

負債合計 11,670,577 11,593,860

EDINET提出書類

株式会社ながの東急百貨店(E03175)

四半期報告書

10/24



(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,368,299 2,368,299

資本剰余金 2,916,697 2,916,697

利益剰余金 1,669,458 1,615,155

自己株式 △16,109 △15,263

株主資本合計 6,938,346 6,884,889

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △18,665 △9,339

土地再評価差額金 389,630 389,630

評価・換算差額等合計 370,965 380,290

少数株主持分 31,747 31,502

純資産合計 7,341,058 7,296,683

負債純資産合計 19,011,636 18,890,543
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
 至 平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年２月１日
 至 平成22年10月31日)

売上高 17,280,003 17,154,087

売上原価 13,188,283 13,074,545

売上総利益 4,091,720 4,079,541

その他の営業収入 142,169 139,008

営業総利益 4,233,890 4,218,550

販売費及び一般管理費 ※1
 4,200,579

※1
 4,015,179

営業利益 33,310 203,370

営業外収益

受取利息 734 277

受取配当金 1,255 1,280

保険解約返戻金 6,771 －

債務勘定整理益 13,567 8,773

その他 4,099 12,231

営業外収益合計 26,428 22,562

営業外費用

支払利息 46,503 34,347

その他 27,409 23,564

営業外費用合計 73,912 57,912

経常利益又は経常損失（△） △14,174 168,021

特別利益

固定資産受贈益 7,697 2,348

特別利益合計 7,697 2,348

特別損失

固定資産売却損 － 11,181

固定資産除却損 19,195 10,750

リース解約損 10,112 －

その他 － 7,594

特別損失合計 29,308 29,525

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△35,785 140,843

法人税、住民税及び事業税 5,176 4,976

過年度法人税等 12,500 －

法人税等調整額 △54,172 52,539

法人税等合計 △36,496 57,515

少数株主利益又は少数株主損失（△） △106 244

四半期純利益 817 83,083
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　　【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年８月１日
 至 平成21年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年８月１日
 至 平成22年10月31日)

売上高 5,834,419 5,777,277

売上原価 4,434,403 4,398,233

売上総利益 1,400,015 1,379,043

その他の営業収入 47,180 46,978

営業総利益 1,447,196 1,426,021

販売費及び一般管理費 ※1
 1,412,883

※1
 1,375,486

営業利益 34,313 50,535

営業外収益

受取利息 160 124

債務勘定整理益 7,152 3,668

その他 533 1,169

営業外収益合計 7,846 4,962

営業外費用

支払利息 14,551 10,670

支払手数料 12,895 －

商品券回収損引当金繰入額 － 5,841

その他 6,887 3,750

営業外費用合計 34,333 20,263

経常利益 7,825 35,235

特別利益

固定資産受贈益 2,300 275

特別利益合計 2,300 275

特別損失

固定資産売却損 － 11,181

固定資産除却損 3,441 3,866

その他 － 1,050

特別損失合計 3,441 16,097

税金等調整前四半期純利益 6,684 19,412

法人税、住民税及び事業税 1,725 1,725

過年度法人税等 12,500 －

法人税等調整額 △24,495 9,923

法人税等合計 △10,269 11,648

少数株主損失（△） △166 △73

四半期純利益 17,120 7,838
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
 至 平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年２月１日
 至 平成22年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△35,785 140,843

減価償却費 329,385 324,693

貸倒引当金の増減額（△は減少） △134 9,127

賞与引当金の増減額（△は減少） 38,204 46,594

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,543 12,580

商品券回収損引当金の増減額（△は減少） △66,500 △110,088

受取利息及び受取配当金 △1,989 △1,558

支払利息 46,503 34,347

有形固定資産売却損益（△は益） － 11,181

有形固定資産除却損 19,245 10,823

会員権評価損 － 5,000

売上債権の増減額（△は増加） △250,347 △343,921

たな卸資産の増減額（△は増加） △27,464 △171,028

その他の流動資産の増減額（△は増加） △3,296 △8,728

仕入債務の増減額（△は減少） 225,221 319,503

未払消費税等の増減額（△は減少） △28,499 2,890

その他の流動負債の増減額（△は減少） △27,444 78,899

その他 28,862 20,592

小計 257,504 381,753

利息及び配当金の受取額 1,987 1,555

利息の支払額 △44,007 △33,905

役員退職慰労金の支払額 △19,522 △30,161

法人税等の支払額 △199,239 △5,104

法人税等の還付額 38 74,219

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,238 388,356

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △144,308 △31,740

有形固定資産の売却による収入 111,598 2,398

差入保証金の差入による支出 △43,000 △186

差入保証金の回収による収入 379 509

預り保証金の返還による支出 － △3,315

預り保証金の受入による収入 2,000 916

その他 － 20,103

投資活動によるキャッシュ・フロー △73,330 △11,312

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 650,000 120,000

長期借入金の返済による支出 △430,620 △371,160

自己株式の取得による支出 △1,191 △846

配当金の支払額 △57,424 △28,862

リース債務の返済による支出 △11,967 △20,142

財務活動によるキャッシュ・フロー 148,795 △301,011

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 72,227 76,032

現金及び現金同等物の期首残高 695,344 675,291

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 767,571

※１
 751,324
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年２月１日　至　平成22年10月31日）

　該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年２月１日 
　至  平成22年10月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

　前第３四半期連結累計期間において、独立科目で掲記しておりました営業外収益の「保険解約返戻金」は、営業

外収益総額の100分の20以下のため、「その他」に含めて表示しております。なお、「その他」に含まれる「保険解

約返戻金」は4,016千円であります。

 
　前第３四半期連結累計期間において、独立科目で掲記しておりました特別損失の「リース解約損」は、特別損失

総額の100分の20以下のため、「その他」に含めて表示しております。なお、「その他」に含まれる「リース解約

損」は1,544千円であります。

 

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年８月１日 
　至  平成22年10月31日)

（四半期連結貸借対照表関係）

　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣

府令第50号）の適用に伴い、前第３四半期連結会計期間において「原材料」と流動資産の「その他」に含めてい

た「貯蔵品」(22,831千円)は、第１四半期連結会計期間から「原材料及び貯蔵品」として一括掲記しております。

なお、当第３四半期連結会計期間の「原材料及び貯蔵品」に含まれる「原材料」は7,334千円、「貯蔵品」は

19,545千円であります。

 
（四半期連結損益計算書関係）

　前第３四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「商品券回収損引当金繰入額」は、

営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。な

お、前第３四半期連結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「商品券回収損引当金繰入額」は6,710千円

であります。

 

　前第３四半期連結会計期間において、独立科目で掲記しておりました営業外費用の「支払手数料」は、営業外費

用総額の100分の20以下のため、「その他」に含めて表示しております。なお、「その他」に含まれる「支払手数

料」は3,576千円であります。

 

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年10月31日)

棚卸資産の評価方法

 

　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出については、実地棚卸を省略し、

前連結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する

方法によっております。

 

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年２月１日　至　平成22年10月31日）

　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日)

前連結会計年度末
(平成22年１月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　8,022,326千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　7,734,015千円

　２　偶発債務

　「社員ローン規程」に基づく従業員の銀行借入金　　　
30,548千円に対して債務保証を行っております。

　２　偶発債務

　「社員ローン規程」に基づく従業員の銀行借入金　　　
29,614千円に対して債務保証を行っております。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日 
  至　平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日 
  至　平成22年10月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与・賞与 1,527,921千円

賞与引当金繰入額 100,341千円

退職給付費用 122,846千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与・賞与 1,437,839千円

賞与引当金繰入額 94,585千円

退職給付費用 115,589千円

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年８月１日
至  平成21年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年８月１日
至  平成22年10月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与・賞与 435,593千円

賞与引当金繰入額 100,341千円

退職給付費用 41,564千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与・賞与 425,399千円

賞与引当金繰入額 94,585千円

退職給付費用 38,848千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日 
  至　平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日 
  至　平成22年10月31日)

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係

現金及び預金 768,710千円

預入期間が３か月超の定期預金 1,139千円

現金及び現金同等物 767,571千円
 

※１　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されて

いる科目の金額との関係

現金及び預金 752,466千円

預入期間が３か月超の定期預金 1,142千円

現金及び現金同等物 751,324千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年10月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年２月１日　

至　平成22年10月31日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,645,216

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 55,703

　
　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年４月14日
定時株主総会

普通株式 28,780 ３ 平成22年１月31日 平成22年４月15日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間(自　平成21年８月１日　至　平成21年10月31日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成21年２月１

日　至　平成21年10月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年２月１日　至　平成22年10月31日)

　当社グループは、商品の種類、販売市場の類似性から判断して、単一の事業であるため、該当事項はあり
ません。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間(自　平成21年８月１日　至　平成21年10月31日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成21年２月１

日　至　平成21年10月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年２月１日　至　平成22年10月31日)

　在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間(自　平成21年８月１日　至　平成21年10月31日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成21年２月１

日　至　平成21年10月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年２月１日　至　平成22年10月31日)

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年10月31日）

有価証券の第３四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変

動はありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年10月31日）

　当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日）

　該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日）

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)
　

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日)

前連結会計年度末
(平成22年１月31日)

１株当たり純資産額 762円21銭
　

１株当たり純資産額 757円29銭
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日 
 至　平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日 
 至　平成22年10月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　０円08銭
　

１株当たり四半期純利益金額 ８円66銭
　

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月１日 
  至　平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日 
  至　平成22年10月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 817 83,083

普通株式に係る四半期純利益(千円) 817 83,083

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 9,596,443 9,591,866

　
　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年８月１日
至  平成21年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年８月１日
至  平成22年10月31日)

１株当たり四半期純利益金額 １円78銭
 

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 ０円81銭
 

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年８月１日
至  平成21年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年８月１日
至  平成22年10月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 17,120 7,838

普通株式に係る四半期純利益(千円) 17,120 7,838

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 9,594,845 9,590,637

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年12月４日

株式会社ながの東急百貨店

取締役会  御中

　

きさらぎ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐　　野　　允　　夫    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    田　　中　　　　　豊    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社ながの東急百貨店の平成21年2月1日から平成22年1月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間

（平成21年8月1日から平成21年10月31日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成21年2月1日から平成21年

10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ながの東急百貨店及び連結子会社の

平成21年10月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第3四半期連結会計期間及び第3四半期連結累計期

間の経営成績並びに第3四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年12月８日

株式会社ながの東急百貨店

取締役会  御中

　

きさらぎ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    大　久　保　　雅　史    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    鶴　田　　慎　之　介    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社ながの東急百貨店の平成22年2月1日から平成23年1月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間

（平成22年8月1日から平成22年10月31日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成22年2月1日から平成22年

10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ながの東急百貨店及び連結子会社の

平成22年10月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第3四半期連結会計期間及び第3四半期連結累計期

間の経営成績並びに第3四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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